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中 部 圏

第１回有識者会議

第２回有識者会議

第３回協議会（計画原案）

計画決定

H26.12.9

H27.2.27

H27.3.25

第３回有識者会議

第２回協議会（中間整理）

第１回協議会（骨子）

市町村計画提案

第３次まんなかビジョン

中部圏広域地方計画 中部ブロックにおける
社会資本整備重点計画

2050年を見据えた中部の地域づくりのあり方や将来像

［概ね5ヶ年］
社会資本整備の具体的計画

［長期を展望した概ね10ヶ年］
中部圏の地域づくりの指針

国土形成計画法 社会資本整備重点計画法

H26.11.7 策定・公表

H27.8.17

H27.9.10

国土交通広域連携中部会議（計画原案）

H27.10.15

H27.10.22～11.18

H27.12.14閣議決定

国土のグランドデザイン２０５０国土のグランドデザイン２０５０
2050年を見据えた国土づくりの理念・考え方

H26.7.4 策定・公表
全 国

国土形成計画国土形成計画 社会資本整備
重点計画
社会資本整備
重点計画

計画（案）

中間とりまとめ

［長期を展望した概ね10ヶ年］
国土づくりの指針

［概ね5ヶ年］
社会資本整備の具体的計画

国土形成計画法 社会資本整備重点計画法

H27.3.24

閣議決定
H27.8.14

H27.6.15 計画（原案）

計画（案）

計画（原案）
H27.7.24

H27.9.1H27.7.30

計画（素案）
H27.7.3

H27.9.18

中部圏広域地方計画 ・ 中部ブロックにおける社会資本整備重点計画 （策定経緯）

平
成
26
年
度

平
成
27
年
度

市町村、経済界、学識者
等との意見交換
（延べ約300名）

H27.2 ～ H27.7

シンポジウム「あすの中部２０５０」

H28.2.8

計画決定

パブリックコメント

第４回有識者会議

H28.3.29

H28.2.26 ～ H28.3.14

市町村意見聴取

H28.2.26 ～ H28.3.14
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出典：中部圏広域地方計画パンフレット

中部圏広域地方計画（中部圏の将来像）
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世界に冠たるものづくり技術と品質を最大の熱源に、暮らしやすさや歴史文化
などの多様な熱源により、国内外からヒト、モノ、カネ、情報を引き付け対流
する「世界ものづくり対流拠点」を形成



[第３章 基本方針に係る具体的方策]

5. 快適・安全安心な生活環境実現
ＰＪ

3.新たな観光交流おもてなし PJ

2.リニア効果最大化対流促進 ＰＪ

4.中部圏創生暮らしやすさ実感 ＰＪ

6.中部・北陸圏強靭化 ＰＪ

7.環境共生・国土保全 ＰＪ

8.インフラ戦略的維持管理 ＰＪ

9.すべての人が輝く「ひとづくり」 PJ

10.新たな「つながり」社会構築 PJ

1.ものづくり中部・世界最強化 ＰＪ方針１ 世界最強・最先端のものづくりの進化方針１ 世界最強・最先端のものづくりの進化

方針２ スーパー・メガリージョンのセンター、
我が国の成長を牽引

方針２ スーパー・メガリージョンのセンター、
我が国の成長を牽引

方針３ 地域の個性と対流による地方創生方針３ 地域の個性と対流による地方創生

方針４ 安全・安心で環境と共生した
中部圏形成

方針４ 安全・安心で環境と共生した
中部圏形成

方針５ 人材育成と共助社会の形成方針５ 人材育成と共助社会の形成

[第４章 新たな中部圏の実現に向けた戦略]

1-1ものづくり中枢圏形成

3-1広域観光交流圏の形成

6-1 南海トラフ地震など⼤規模⾃然
災害への備え

1-2 環太平洋・環⽇本海に拓く⼀⼤
産業拠点形成

3-2 「昇⿓道プロジェクト」の推進

6-2 太平洋・⽇本海２⾯活⽤型
国⼟構築

・2008年東海北陸自動車道の全線開通を
契機に中部圏と北陸圏のつながりが一層強
化され、中部国際空港や名古屋港、四日市
港、伏木富山港などをゲートウェイに環太平
洋、環日本海に拓かれた拠点性を高めつつ
ある。
・産業や観光、防災、環境分野においては、
中部圏・北陸圏の昨今の社会や地域の動向
などを踏まえて広域連携の視点からプロジェ
クトを展開。

中部・北陸圏広域連携

中部圏の基本方針と１０のﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

3


